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淀川流域治水協議会 設立趣旨 

 

 

 淀川流域においては、近年でも、平成 25 年 9 月台風 18 号と平成

29 年 10 月台風 21 号に瀬田川洗堰の全閉操作を行い、平成 30 年 7

月豪雨では日吉ダム、一庫ダムで異常洪水時防災操作を行うほどの豪雨

が相次いで発生しており、毎年のように自然災害が頻発している。 

今後も、気候変動に伴う豪雨の激甚化・頻発化が予測される中、氾濫

をできるだけ防ぐための対策、被害対象を減少させるための対策、被害

の軽減・早期復旧・復興のための対策について、従来の河川区域や氾濫

域における河川、下水道等の管理者主体による対策の枠組みを超えた、

早急な対応が望まれている。平成 29 年 10 月に開催した「大塚切れ

100 年シンポジウム」の淀川サミットにおいても、流域自治体により

「淀川宣言」が採択されている。 

このため、流域に関わるあらゆる関係者（国・府県・市町村・企業・

個人等）による取り組みを適切に組合せ、加速化させることで効率的・

効果的な治水安全度の向上を実現させるとともに、その考えや施策を、

「流域治水プロジェクト」としてその全体像を社会全体にわかりやすく

示し、地域が共通の理解を持ち議論を継続することを目的として、本協

議会を設置する。 

      

 

淀川流域治水協議会 規約 

（設置）   

第１条 「淀川流域治水協議会」（以下「協議会」）を設置する。  

  

（目的）   

第２条 本協議会は、平成 25 年 9 月台風 18 号洪水、平成 29 年 10 月台風 21 号、平成

30 年 7 月豪雨をはじめとした近年の豪雨や、気候変動による水害の激甚化・頻発化に備

え、淀川流域において、あらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる治水対策、

「流域治水」を計画的に推進するための協議・情報共有を行うことを目的とする。 

 

（協議会の構成）   

第３条 協議会は、別表－１の職にあるものをもって構成する。 

２ 協議会には、「琵琶湖（滋賀県域）」「淀川（京都府域）」「木津川上流」「淀川（大阪府域）」

「猪名川」の５つの分会を置き、別表－２の職にあるものをもって構成する。 

３ 協議会に各構成員が出席できない場合には、代理が出席できる。 

４ 協議会には、必要に応じて構成員を追加することができる。 

 

（協議会の実施事項）   

第４条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。 

一 淀川流域で行う流域治水の全体像を共有・検討。 

二 河川に関する対策、流域に関する対策、避難・水防等に関する対策を含む、「流域治水

プロジェクト」の策定と公表。 

三 「流域治水プロジェクト」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ。 

四  その他、流域治水に関して必要な事項。  

 

（協議会資料等の公表）   

第５条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、 個人

情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しないも

のとする。   

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確認を得た後、

公表するものとする。  

 

（雑則）   

第６条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事項

については、協議会で定めるものとする。  

 

（附則）   

第７条 本規約は、令和２年９月４日から施行する。 
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別表-1

□協議会 ◎は本会構成員
構成員 備考

近畿地方整備局
河川部 河川部長 会長 ◎

河川調査官 ◎
建政部 都市調整官 ◎
事務所 琵琶湖河川事務所長 ◎

淀川河川事務所長 ◎
木津川上流河川事務所長 ◎
猪名川河川事務所長 ◎
大戸川ダム工事事務所長 ◎
淀川ダム統合管理事務所長 ◎

三重県 県土整備部長 ◎
滋賀県 土木交通部長 ◎

琵琶湖環境部長 ◎
京都府 建設交通部長 ◎
大阪府 都市整備部長 ◎
兵庫県 県土整備部長 ◎
奈良県 県土マネジメント部長 ◎
大阪市 建設局長 ◎
津市 津市長
名張市 名張市長
伊賀市 伊賀市長 ◎
大津市 大津市長 ◎
彦根市 彦根市長
長浜市 長浜市長 ◎
近江八幡市 近江八幡市長
草津市 草津市長
守山市 守山市長 ◎
栗東市 栗東市長
甲賀市 甲賀市長
野洲市 野洲市長 ◎
湖南市 湖南市長
高島市 高島市長
東近江市 東近江市長
米原市 米原市長
日野町 日野町長
竜王町 竜王町長
愛荘町 愛荘町長
豊郷町 豊郷町長

機関名

淀川流域治水協議会組織
甲良町 甲良町長
多賀町 多賀町長
京都市 京都市長
宇治市 宇治市長 ◎
亀岡市 亀岡市長 ◎
城陽市 城陽市長 ◎
向日市 向日市長
長岡京市 長岡京市長
八幡市 八幡市長
京田辺市 京田辺市長
南丹市 南丹市長
木津川市 木津川市長
大山崎町 大山崎町長
久御山町 久御山町長
井手町 井手町長
宇治田原町 宇治田原町長
笠置町 笠置町長
和束町 和束町長
精華町 精華町長
南山城村 南山城村長
豊中市 豊中市長 ◎
池田市 池田市長
吹田市 吹田市長
高槻市 高槻市長 ◎
守口市 守口市長
枚方市 枚方市長
茨木市 茨木市長
八尾市 八尾市長
寝屋川市 寝屋川市長 ◎
松原市 松原市長
大東市 大東市長
箕面市 箕面市長
柏原市 柏原市長
門真市 門真市長
摂津市 摂津市長
藤井寺市 藤井寺市長
東大阪市 東大阪市長
四條畷市 四條畷市長
交野市 交野市長
島本町 島本町長
豊能町 豊能町長
能勢町 能勢町長
尼崎市 尼崎市長
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伊丹市 伊丹市長
宝塚市 宝塚市長
川西市 川西市長
猪名川町 猪名川町長
宇陀市 宇陀市長 ◎
山添村 山添村長
曽爾村 曽爾村長
御杖村 御杖村長
水資源機構関西・吉野川支社 淀川本部長 ◎

別表-２
□琵琶湖（滋賀県域）分会

構成員 備考
近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所長 分会長

大戸川ダム工事事務所長
滋賀県 土木交通部長

琵琶湖環境部長
大津市 大津市長
彦根市 彦根市長
長浜市 長浜市長
近江八幡市 近江八幡市長
草津市 草津市長
守山市 守山市長
栗東市 栗東市長
甲賀市 甲賀市長
野洲市 野洲市長
湖南市 湖南市長
高島市 高島市長
東近江市 東近江市長
米原市 米原市長
日野町 日野町長
竜王町 竜王町長
愛荘町 愛荘町長
豊郷町 豊郷町長
甲良町 甲良町長
多賀町 多賀町長
水資源機構関西・吉野川支社 琵琶湖開発総合管理所長

機関名
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第２回淀川流域治水協議会 
会議方法  書面会議 
資料配付  令和２年９月１４日 
意見集約  令和２年９月１７日 
参加者   別添の名簿のとおり 

 

議 事 概 要 
 
① 淀川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】について、会

議資料の案を一部修正（別紙）の上、共有した。 
 

② 会議資料に対する各構成員からの主な意見とそれに対する回答は以下

のとおり。 
 
○ 「あらゆる関係者」による議論を行うため、分会等を会合形式で行う

べき。（複数構成員より同旨） 
⇒今回は書面開催としましたが、次回以降はできるだけ会合形式とし、さ

らなる認識共有に努めてまいります。 
 
○ 水系全体の概要だけでなく、地域ごとの詳細も提示してほしい。（複数

構成員より同旨） 
⇒下水道事業など河川における対策以外も含め、地域ごとの詳細は、今後

開催する分会にて共有し、協議してまいります。 
 
○ 現在の河川整備計画に位置付けている事業だけでなく、現在調整中の

内容等についても記載してほしい。（複数構成員より同旨） 
⇒今回の「流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】」のうち、「河

川における対策」については、現在の河川整備計画に沿って記載してい

ますが、年度末までにとりまとめる「流域治水プロジェクト」について

は、それまでに見直した計画の内容についても反映させていきます。 
 
○ 大戸川ダム、大津放水路延伸についても記載してほしい。（複数構成員

より同旨） 
⇒「流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】」においては、現在の

河川整備計画に沿って、「大戸川ダム（本体工事は実施時期検討）」、「大

津放水路延伸（実施時期検討）」を追記します。 
 
 

      

 

○ 堆積土砂撤去、老朽化対策等も明記してほしい。（複数構成員より同旨） 
⇒箇所を限定できないため図示は困難ですが、「河川における対策」に追

記します。 
 
○ 条例等に基づき計画しているまちづくり等についても記載してほしい。

（複数構成員より同旨） 
⇒箇所を限定できないため図示は困難ですが、「流域における対策」に追

記します。 
 

以 上 
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